
特別支援学級 国語科学習指導略案 
自閉症・情緒障害特別支援学級（あすなろ学級１組） 

７人（１年男子２人女子１人，２年男子４人） 
指導者 木原 正晶   

１ 単元名 ものがたりをたのしもう（教材１年「くじらぐも」２年「お手紙」光村図書１・２年下） 
２ 単元の目標 
○ 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読することができる。                     【知識及び技能(1)ク】 
○ 場面の様子や登場人物の行動や会話について想像を広げながら読むことができる。               【C読むこと(1)イ，エ】 

 ○ 読み取ったことをもとに，場面の様子や登場人物の行動等が伝わるように音読の仕方を工夫して「あすなろおはなしかい」 
を開くことができる。                                                              【学びに向かう力，人間性等】 

３ 単元で育成を目指す「未来の創り手に求められる資質・能力」 

表現力 
 「『あすなろおはなしかい』にみんなを招待しよう。」という目的意識をもち，「くじらぐ
も」，「お手紙」を声の大きさや読む速さ等，表現の方法を工夫して音読する力 

協働力 
友達と物語の内容等について考えを広げたり深めたりしながら，役割分担など協力して

「あすなろおはなしかい」に向けて，活動していく力 
４ 単元の位置とねらい 

本学級は７人の低学年の子供で構成されている。それぞれの子供たちの知的発達の程度や認知特性を考
慮して，当該学年もしくは下学年対応の目標や内容を取り入れながら学習に取り組んでいる。 その中で，
「読むこと」については，１年生は，「おむすびころりん」や「おおきなかぶ」，２年生は，「ふきのとう」
や「スイミー」で，役割読みをしたり，動作化したりしながら，登場人物の行動や場面の様子などを想像
して読む学習に取り組んできた。意欲的に学習してきたが，言葉をまとまりで捉えられず一文字ずつ辿々
しく読んだり，読み飛ばしや思い込みで読んだりすることも多かった。また，想像を広げて読むことが難
しいことがあった。 
そこで，本単元では，「C 読むこと イ 読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして，内容や感想

などを伝え合ったり，演じたりする活動」として「あすなろおはなしかい」という言語活動を位置付ける。
「家族や先生を『あすなろおはなしかい』に招待しよう。」とし，家族や先生に聞いてもらうという相手
意識をもたせることで，語のまとまりや言葉の響きに気を付けながら音読できるようにする。そして，動
作化やペープサートを取り入れたり，思考を視覚化したりすることで，登場人物の行動や会話を中心に想
像を広げながら読むことができるようにする。さらに，学習したことをもとに，読書月間に合わせて「あ
すなろおはなしかい」を開くことで，本単元での学習のよさや達成感を味わうことができるようにする。 
このような学習を通して，語のまとまりや言葉の響きなどに気を付け，子供たちが，登場人物の行動や

会話について想像を広げながら読むことができるようになると，これからの国語科の学習への意欲が更に
高まり，言葉の世界が広がっていくものと考える。  

５ 指導に当たって 
⑴ 「自分のめあて」をもたせる教師の手立て 

   「つかむ・見通す」過程では，教師が読み聞かせをしたりペープサートを見せたりすることで，活動の
ゴールをイメージできるようにし，「『あすなろおはなしかい』にみんなを招待したい。」という意欲を高
め，相手意識をもつことができるようにする。また，登場人物に着目させ音読の工夫を考えていくことで，
「自分のめあて」をもつことができるようにする。 

⑵ 学び合いを活性化する教師の手立て 
 「活動する」過程では，各場面の登場人物の行動や会話を動作化したりペープサートで表したりするこ
とで，想像を広げながら読むことができるようにする。また，挿絵や教材文を比べたり並べ替えたりする
ことで，互いの考えを交流して自分の考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

⑶ 学びを振り返り，学びを価値づける教師の手立て 
   「振り返る」過程では，登場人物の行動や会話に着目して想像を広げながらこれまでの音読の工夫を生

かして，「あすなろおはなしかい」にみんなを招待することで，本単元での学びの成果を発揮することが
できるようにする。また，「なぜ音読の工夫ができるようになったか。」という理由を問い，価値付けるこ
とで，知識の理解の質を高めることができるようにする。 

６ 指導計画 ※次ページに記載 
７ 本 時（５／11） 

前時までに，場面の様子や登場人物の行動や会話について想像を広げながら音読を続けてきた。 

(1) 目 標  

登場人物の行動や会話文に着目して，想像を広げながら読むことができる。 
 

個
人
目
標 

Ａ児(1 年) ジャンプの高さの叙述をもとに登場人物の気持ちの変化に気付くことができる。 
Ｂ児(1 年) 教師や友達と一緒に，繰り返しの会話文の違いに気を付けて，音読することができる。 
Ｃ児(1 年) 教師や友達と一緒に音読したり動作化したりすることで，登場人物の気持ちの変化に気付くことができる。 
Ｄ児(2 年) 場面の様子や登場人物の行動や会話をもとに想像を広げ，気持ちの変化に気付くことができる。 
Ｅ児(2 年) 教師や友達と一緒に，登場人物の行動や会話文に着目しながら，音読することができる。 
Ｆ児(2 年) 場面の様子や登場人物の行動や会話文をもとに，気持ちの変化に気付くことができる。 
Ｇ児(2 年) 教師や友達と一緒に，地の文，会話文の違いに気を付けて音読することができる。 



６ 指導計画(総時数 11時間)   
これまで習得した既得の知識 

① 物語の場面ごとに，登場人物の様子を想像したり，動作化をしたりして読むことができる。 
② 物語を読んで，自分の好きな場面や印象に残った場面を見付けることができる。 

 

過程 
（時） 

見方 
考え方 １年生 主な学習活動 知識の理解の質の高まり ２年生 主な学習活動 授業外での 
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 １ 「くじらぐも」に関心を

もち，学習課題を設定し，

学習計画を立てる。①② 

 
 

２ 「くじらぐも」を読み，

場面の様子を想像し，読

みのめあてを見付ける。 
          ①② 
３ 「子供たちとくじらぐ

もの出会い」について考

え，解決する。 ①②❶ 
４ 「子供たちとくじらぐ

もが声を掛けあう様子」

について考え，解決する。     

①②❶ 
５ 「くじらぐもに飛び乗

ろうとする子供たちの様

子やそれを応援するくじ

らぐもの様子」について

考え，解決する。①②❶ 

６ 「くじらぐもに乗って

空を旅する子供たちの様

子」について考え，解決

する。     ①②❶ 

７ 「くじらぐもと別れる

子供たちの様子」につい

て考え，解決する。 

        ①②❶ 

８ 「くじらぐも」の話か

ら面白かったところや好

きなところなどの感想を

まとめ，友達と交流する。 

       ①②❶❷ 

９・10 「あすなろおはな

しかい」に向けて音読

練習をする。 

    ①②❶❷ 

11 家族や先生を招待して

「あすなろおはなしか

い」をする。 

①②❶❷ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 「お手紙」に関心をもち，

学習課題を設定し，学習

計画を立てる。  ①② 

 
２ 「お手紙」を読み，人物

の行動や会話から，読み

のめあてを見付ける。 
①② 

３ 「悲しい気分でいる二

人の様子」について考え，

解決する。   ①②❶ 
４ 「かえるくんががまく

んのためにしてあげたこ

と」について考え，解決す

る。         ①②❶ 
５ 「待ちきれないかえる

くんと悲観的ながまくん

の様子と気持ちの変化」

について考え，解決する。 

         ①②❶ 

６ 「幸せな気持ちでお手

紙を待って座っている二

人の様子」について考え，

解決する。    ①②❶❷ 

７ 「手紙が届いた時の二

人の様子」について考え，

解決する。    ①②❶❷ 
 
８ 「お手紙」の話から面白

かったところや好きなと

ころ，自分と比べたこと

などの感想をまとめ，友

達と交流する。①②❶❷ 
９・10 「あすなろおはなし

かい」に向けて音読練

習をする。 

     ①②❶❷ 

11 家族や先生を招待して

「あすなろおはなしか

い」をする。 

①②❶❷ 

本単元で習得が期待される概念的な知識 
❶ 物語の移り変わりをとらえ，行動や会話文から登場人物の気持ちを想像して読むことができる。 
❷ 物語の内容と自分の経験とを結び付けながら読むことができる。 

 
新たな学び 

１年生 教材名「ずうっと ずっと大好きだよ」 
○ 読みたい本を選び，登場人物の行動を中心に想像を広げ，好きなところを見つけながら読むことができる。 
○ 物語の好きなところを書いたり，友達の書いたものを読んで感想を伝え合ったりすることができる。 

２年生 教材名「わたしはおねえさん」 
 ○ 登場人物の行動をとらえて想像を広げながら読み，自分の経験と結び付けて考えをまとめることができる。 
 ○ 文章の中の大事な文や言葉を書き抜き，あらすじをまとめることができる。 

 ぼくがプレ
ゼントを待つ
ときは，うれ
しくてどきど
きしたから，
がまくんもそ
うだと思う。 

 音読の練習 
をして，おは 
なしかいを頑 
張るぞ。 

 子供たちと
くじらぐも
は，「いつ，ど
こで，どうし
て」出会った 
のかな。 
 

４時間目の
体育の時間に 
空に大きなく
じらぐもは， 
あらわれたん
だね。 

 ｢あすなろおはなしかい｣ 
にみんなを招待しよう。 

 「ああ。」，
「とてもいい
お手紙だ。」 
のところは， 
うれしかった
はずだよ。 

 登場人物の
したことや
言ったことを
詳しく読む
と，そのとき
の気持ちを考
えることがで
きるね。 

 音読に合わ 
せて動きも付 
けて，聞いて 
くれる人が楽
しい音読発表
会にしよう。 

 どうしてが
まくんは，お 
手紙を待つ時
間が不幸せな
のかな。 
 

 ｢あすなろおはなしかい｣
にみんなを招待しよう。 

 ペープサー 
トを使って楽 
しいおはなし 
かいにするぞ。

 とびたい気
持ちが大きく
なっているか
ら，声の大き 
さもだんだん
大きくした方
がいいと思う
な。 

がまくんは
お手紙をも
らったことが
ないから，お 
手紙を待つ時
間が不幸せに
なるんだね。 

 お手紙を読
んでいくと， 
最初と最後で
登場人物の気
持ちが大きく
変わっている
ことが分かり
ました。 

 １年２組の
子供たちは楽
しそうだった
から，「くじ 
らぐもさん， 
また来てね。」
と言っている
と思うな。  登場人物の

気持ちが，変
わっていると
ころや面白い
台詞などは工
夫して音読す
るとお手紙の
面白さが伝わ
るね。 

家庭 
〈家庭学習〉 
語のまと

まりに気を
付けて音読
することが
できたか。 

支援学級 
〈学級活動〉 
自分がが

んばったこ
とを発表す
ることがで
きたか。 

支援学級 
〈国語〉 
自分の好

きな本を選
び読んだり
紹介したり
することが
できたか。 

 



⑶ 展 開      教師の言葉掛け     子供の反応 聞く，話す，見る，動くは「学び」を充実させるための活動   評価に関すること 
過程 
（分） 

主な学習活動と予想される子供の反応 教師の手立て 主な学習活動と予想される子供の反応 
１ 年 生 ２ 年 生 
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す
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振
り
返
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１ 学習の流れを確認する。見る 
２ 前時までの学習を振り返る。 

３ 本文の音読をする。 
４ 本時のめあてを確認する。 

   
 
 
 

 

 
５ それぞれのめあてをもとに工夫して

音読する。 

 ⑴ 自分で音読の工夫を考える。見る 

  ・ 音読の順番とその理由を考える。 
 ⑵ 学年で音読の工夫を考える。話す 

 
 
 
 
 ⑶ 学年ごとに音読する。話す 動く 
 ⑷ 音読を聞き，お互いの工夫について

話し合う。 

 

 
 
 
 

 

 

 ⑸ 話し合ったことを生かして音読す

る。 

 

 

 
 

６ 本時の活動を振り返り学習のまとめ

をする。 
 
 
 
 
７ 次時の学習について知る。 

○ 本時の学習の流れを確認し提示しておくことで，見通しをもって学習を進めることができるよ
うにする。 

○ 単元マップを提示することで，これまでの活動を想起し本時への見通しをもつことができるよ
うにする。 

○ これまでの活動を振り返ることで，音読の工夫を確認したり，「あすなろおはなしかい」への
意欲を高めたりすることができるようにする。 

○ 語のまとまりに気を付けて，繰り返し音読練習をすることで，内容を正しく理解できるように
する。 

１ 学習の流れを確認する。見る 
２ 前時までの学習を振り返る。 
３ 本文の音読をする。  
４ 本時のめあてを確認する。 
 
  

  
 

 

 

 

５ それぞれのめあてをもとに工夫して

音読する。 

 ⑴ 自分で音読の工夫を考える。見る 

  ・ 音読の工夫と，その理由を考える。 

 ⑵ 学年で音読の工夫を考える。話す 

 

 ⑶ 学年ごとに音読する。話す 動く 

⑷ 音読を聞き，お互いの工夫について

話し合う。 

 

  

 

 
⑸ 話し合ったことを生かして音読す
る。 

 

６ 本時の活動を振り返り学習のまとめ

をする。 
 

 

 

 
７ 次時の学習について知る。 

○ 文字の大きさを変えた会話文「天までとど
け，一，二，三」を大きい方から順番に黒板に
並べ，文字の大きさに合わせて徐々に声を小さ
くしながら教師が読んだ後，「みんなで空に向
かってジャンプする場面だね。この読み方でよ
いよね。」と尋ねることで，自分の問いをもつ
ことができるようにする。 

○ 二つの会話文「でも，来やしないよ。」，「と
てもいいお手紙だ。」を提示し，不幸せか幸せ
のどちらか考えさせた後，「がまくんの気持ち
に気を付けてどんな工夫をして音読すればよ
いかな。」と問うことで，自分の問いをもつこ
とができるようにする。 

（個に応じた具体的な手立て） 
Ａ児 ジャンプの高さの違いが分かる叙述に着

目させることで，登場人物の気持ちの変化に
気付かせ，工夫して音読することができるよ
うにする。 

Ｂ児 友達や教師と一緒に，会話文を動きながら
音読したり，掲示している会話文を飛んだ高
さに合わせて上げたり下げたりすることで，
繰り返しの会話文の違いに気付くことがで
きるようにする。 

Ｃ児 友達や教師と一緒に，動作化しながら音読
することで，登場人物の気持ちの変化に気付
くことができるようにする。 

 
○ 「やっと三十センチ」，「こんどは五十セン
チ」，「いきなり，かぜが，みんなを空へふき
とばしました」などの叙述に着目させること
で，３回の「天までとどけ一，二，三」をどの
ように読むか考えることができるようにする。 

○ ホワイトボードに順番を考えて貼っている
会話文のカードを子供の発言をもとに上下に
ずらすことで，飛んだ高さと気持ちの高まりを
視覚化することができるようにする。 

○ １年生全員で手をつなぎ声に出して音読す
ることで，「みんなが空へ飛ぶことができた３
回目を一番元 気に読みたい。」という考えを
動作化することができるようにする。 

Ｄ児 がまくんやかえるくんの気持ちの変化が
分かる叙述に着目させることで，想像を広げ
ながら音読することができるようにする。 

Ｅ児 がまくんが言った会話文を確認させるこ
とで，がまくんの気持ちを意識しながら音読
することができるようにする。 

Ｆ児 がまくんの気持ちが叙述してある会話文
を比べさせることで，気持ちの変化に気付く
ことができるようにする。 

Ｇ児 地の文，登場人物の会話文ごとに色分けし
た教科書とがまくんの気持ちを選択するワ
ークシートを活用することで，がまくんの気
持ちの変化に気付くことができるようにす
る。 

 
 
○ がまくんの会話文のカード（「でも，来やし
ないよ。」と「とてもいいお手紙だ。」）を掲
示し比べさせ，「どうしてがまくんの気持ちが
「ふしあわせ」から「しあわせ」へと変化した
のかな。」と尋ねることで，がまくんの気持ち
を変化させた手紙の存在に気付くことができ
るようにする。 

○ がまくんの動きを考え動作化しながら音読
することで，がまくんの気持ちを想像すること
ができるようにする。 

○ 「登場人物の気持ちのどんなところに気を付け音読することができましたか。」と尋ねること
で，今日の学習を振り返り，叙述をもとにして想像を広げ，中心人物の気持ちの変化に気付けた
ことを確認する。  

◆ 登場人物の気持ちの変化したところを見付け，それを生かして音読している。 
                         【思考・判断・表現：「学び合い」，観察】 
◆ 友達と協力して学び合ったり，音読しようとしたりしている。       【協働力：観察】 
○ 次時の学習内容を単元マップで確認することで，次時への見通しをもつことができるようにす
る。 

がまくんの気持ちが不幸せから

幸せに変わったところを工夫して

音読することができました。 
 

がまくんの気持ちが，始めと終わ
りでは変わっているところを工夫
して音読することができましたね。 

１年生の読み方は，くじらぐもに
乗りたい気持ちがだんだん強くな
っているように感じます。 

 

音読を聞いて良かったところや
アドバイス，質問したいところはあ
りませんか。 

「でも来やしないよ。」は，まだ
手紙が届く前だから，機嫌が悪そう
に怒ったように音読してみようよ。 

３回とも同じ読み方でよいかな。
どんな工夫をして音読したらよい
かな。 

がまくんの気持ちは不幸せから何

に変わっているかな。どんな工夫を

して音読したらよいかな。 

 がまくんの気持ちに気を付けて工夫
して音読しよう。 

３回出てくる「天までとどけ，一，二，
三」を工夫して音読しよう。 

がまくんの気持ちに気を付けて工夫
して音読しよう。 

少しずつジャンプの高さが高くな
っているね。だんだん声を大きくし
て読もうよ。 

 

音読を聞いて良かったところや
アドバイス，質問したいところはあ
りませんか。 

３つ目の「天までとどけ一，二，

三。」を一番元気に読みました。 
 

子供たちの飛びたい気持ちが大
きくなっているところを工夫して
音読することができましたね。 

ジャンプしたり，声の大きさを変

えたりしながら，工夫して音読がで
きました。 

 

[文書の重要な部分を引

用して読者の注意を引

いたり、このスペースを

使って注目ポイントを

強調したりしましょう。

このテキスト ボックス

は、ドラッグしてページ

上の好きな場所に配置

できます。] 

３回とも同じ読み方でよいか
な。どんな工夫をして音読したら
よいかな。 

がまくんの気持ちは不幸せか
ら何に変わっているかな。どん
な工夫をして音読したらよいか
な。 
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